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12　b，
（次のページに銃く）
6　6式の形は本文以外のもあり得る。しかしどの形から出廃しても等価な回路に達
　する。
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　　23　B3Bo　27　一。3i　26　一cs2AoD4　25－C3D4　一D4
　　　　B3BeCs　it　tt　ti　rt
　　　　B3Boa　rt　tt　tt　24　ri
　　28　B3BeaCs　32　u　31　t，　30　n　29　tt
　求める仕組みに対応する式islD）1，また㊥式の｛｝の部分をPで表わそう。
そうすれば6式と上の表とから
　　（13）　sel　ES－a（e十Cs）P－Be（e－1－a）（e十Cs）P－B3（e十Be）CsP
　　　　　　　　　－B3（θ十．Be）a（1）一エ）4）一B，（θ≒ト玉30）エ），t．
右辺第一行の二番目と三番臼との項を《5に追い込めば，
　　（14）　S）2　iiff　（D3十　b3）　十｛O十B3　（fi　十　Be）　（e十　a）　｝　（0　一1一　Cs）P一　B3　（0十Be）CsP
　　　　　　　　　－B3（e＋Be）a（P－D4）一B3（e＋Bo）Dg
を得る○同様にして式（14）の第一行末項をもその前の項に追い込んでみると，
その結果新たに得られる項は　〔（θ十C，）÷B，（θ一FBa）｛θ十a（θ十C5）｝〕P　とな
り，これをどう変形しても0以外の要素が一回しか現れない形にする見込みが
立たない。こうなったら，式の変形をここの段階で止め，あとは図の上で結線
を改めることにする。従ってG図の代りに式（14）右辺の第二項までを表わす
¢ヲ図を使い〔第4図（i）〕，ここから消し演算：子に導かれる項を消して行く。
　まず（14）式第一行の末項を溝す。このためには，第4図（ii）に：示したように
（ア）から（イ）への線を取り虫り，その代り（ア）から（ウ）につなげばよい。これで末項が
消せた事は，それに嶺る道筋が図の太線に見る通り切れていて，導通がな：い事：
で確かめられる。〔なお図の（ii），　（iii）ではD3十b3を略して描いたQ〕次に式
（14）の第二行末項を消そう。これには少々細工がいる。その前の項と見比べる
と，B3（θ十B。）の承け方がD．sとそれ以外とで異なり，言わば絹補う様をして
いる。そこで㈲の後に三段にはいっているスイッチの組合せ方を，これに応じ
て（iil）のように改める。その上で国から¢うにつないだ線を囲につけ替える。こ
れでB3（θ十Bo）エ）4が消せた事をま，前と同様にして分る。注7）残った項を消す
1・こは，㈲～囲の線を，新たに入れたスイッチ（ク1を介して例と⑰とにつなげばよ
い。以上の結果を溝書するとGv）になる。これが式（14）に対応する結線図であ
7　スイッチの状態にかかわらず，上下の向きにスイッチをまたいでは電気が流れな
　い0
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る事は，上述の描き方からして明らかである。
　なお言語理論としての美しさの点では，（iv）と等価な圓路（v）の方が整って
いると言えよう。ただしこれに対応する式は（14）より複雑な形を取る。　〔その
式は略す。〕念のため（v）が前述のデータにおける仕組みを表わす事を，第1
図Gv）と同様な仕方で示そう。第4図（v）に漢数字で示したのは，スイッチの
段階である。同段のスイッチは何鰯あっても，リレーを使えば連動する事に注
意。また下の表のアラビア数字は，その行のスイッチの状態が代表する連なり
のデータ番号である。行中の空欄は，上下どちらにスイッチされていてもよい
事を表わす。
～二三四五六七八
i　／／　／／／／
s／／　／／A
4／／　／／V3／／　／AX2／／　A7／／　V／／
11／／　V／X2e／／　VV9／／　VXX8／／　XX6／X
　一二三四五六七八
12　×／
13　XV／　／／
17XV／　A16XV／　V15　XV／　××
18　XVV／／／
22　XVV／A21　XVV／V2e　XXx／V／XX．
19　XVXA14　XVXX
　　　　「なかろ，
　一二三四五六七八
23　XXV　／／
27　XXV　A26　XXV　V25　XXV　XX28　XXXV／／／
32　××XV／A
3i　XXXV／V30　××XVAX29　XXXVX24　X“××
　ついでながら，要素aを立てず， 　　　　なかっ」をナイの，また「で，
なら」もダの活用形と認め，更に「ず」をも助動詞ナイの活用系列に組み込め
ば，どうなるか，この時は式（14）からθ十αの項を取り虫り，c31E≡c32≡c3，　b3
1Mi　B3と誓いて，同様な手続きを踏めばよい。結果は第4図（vi）である。ここ
に文法学説の相違が結線図の上に目で見える形に示された。（vDは（V）より簡
潔であるが，その代り連ねの際の語形について倶し書が増す。
5　結語
　以上で課題について一通り論じ終えた。この理論の完成のため孕こは，更に二
つの仕舞が残っている。一つは，扱う隠語現象の範囲を広げ，それにこの方法
を適用して経験的な有効さを確かめることである。もう一つは，この稿での論
述がまだ粗いから更に論理白勺に整え，算法に公理論的な裏づけを与えること，
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また結線図の最適条件などを形式的に明らかにすることである。
　最後にこの方法による所産の，雷語理論への寄与について事細かに述べたい
が，許された紙幅が尽きているので，読者の賢察に待つ。
　　　　〔追記〕　算法の公理論的検討を，木稿の提出後に進めたところ，§3・2の式
　　　　　（2・1）を無条件に他の式と同列に置くのはよくない事が分った。更に整備し
　　　　　た形で算法を示すべきであるが，既にこの論文集の編集が終った模様なので
　　　　　今その部分を書き替える訳には行かない。この問題をめぐっては述べるべき
　　　　　事も多いから，別の機会に詳しく示すことにする。
　　　　　　ただし今その見通しを述べて置けば，ここで扱った代数系は，乗法の単位
　　　　　元を有し，乗法について非再換な環をなすものとして基礎づけられると思
　　　　　う。更にこの代数系に順序の概念を導入するに当っては，なお考えるべき点
　　　　　があるが，籔者はこれを十分に明らかにするには至らない。かような代数系
　　　　　の理論は，既成の数学では取り上げていないと思うので，今後の問題となろ
　　　　　う。
　　　　　　また式（2・1）の使用を禁じてしかもこれを使ったと同等の効果をあげる慕
　　　　　についても，試案はあるが，まだ発蓑の三階ではないので保留する。
　　　　　　以上のように論理的に二二されてはいない点が鐵て来たが，その尋峯は本稿
　　　　　の着想を根本からゆすぶるものではなく，また§4に実演した通り二三事実
　　　　　の再現に成功を収めているから，そうした不備は今後の努力で取り除いて行
　　　　　きたい．
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